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議
会
ク
イ
ズ

第9回
《
ク
イ
ズ
》

　

空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

①�

光
と
○
○
○
○
を
求
め
た
予
算

　

②�

平
成
23
年
度
一
般
会
計　

○
○
億
６
０
０
０
万
円

　

③�

総
括
質
問　

勇
気
あ
る
挑
戦
「
○
○
○
○
受
け
入

れ
」は

　

④�

総
括
質
問　

○
○
○
○
誘
致
の
リ
ス
ク
は

　

⑤�

総
括
質
問　

地
域
○
○
○
協
力
隊
の
活
動
は

《
ヒ
ン
ト
》

　

議
会
広
報
を
良
く
読
め
ば
解
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
・
ご
意
見
な
ど
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
ち
の
声
」で
、
出
来
る
だ
け
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
５
名
の
方
に�

１
０
０
０
円
分
の
や
ま
な
み
商
品
券
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

　

応
募
は
お
１
人
・
１
通
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

《
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》
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神
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「
第
9
回
議
会
ク
イ
ズ
係
宛
」

《
締
め
切
り
》

　

５
月
10
日（
火
）　

消
印
有
効

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
賞
品
発
送

お
よ
び
『
ま
ち
の
声
』
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

　

 

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
寒
い

冬
と
な
り
ま
し
た
が
、
や
っ

と
春
ら
し
く
な
り
、
桜
も
咲

き
始
め
ま
し
た
。

　

神
石
高
原
町
議
会
は
、
３

月
定
例
会
に
13
人
全
員
が
総

括
質
問
を
行
い
、
議
論
の
花

が
咲
き
ま
し
た
。

　

ま
た
全
国
的
に
も
め
ず
ら

し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
議

員
全
員
が
ソ
フ
ト
事
業
の
提

案
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
活
か
し
、
さ
ら
な
る
事

業
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
横
）

議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長　

寄　

定　

秀　

幸

 

副　

〃　

木
野
山　

孝　

志

 

小　

川　

清　

治

 

橋　

本　

輝　

久

 

横　

尾　

正　

文

グループ紹介

神石高原山菜倶楽部設立総会

“神石高原は宝の山”（第 2回研修会）

神
石
高
原
山
菜
倶
楽
部

故
郷
の
良
さ
を
伝
え
、
故
郷
に
ほ
こ
り
が
持
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

た
か
が『
山
菜
』さ
れ
ど『
山
菜
』
⋮
⋮

　
『
山
菜
』
は
鳥
獣
被
害
も
ほ
と
ん
ど
な
い
自
然
食

品
で
す
。

　
『
山
菜
』
に
注
目
さ
れ
た
大
杉
集
落
支
援
委
員
さ

ん
の
発
案
に
よ
り
『
山
菜
』
で
生
き
甲
斐
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
『
山
菜
倶
楽
部
』
を
発
足
し
ま
し
た
。

倶
楽
部
員
は
、
50
か
ら
80
代
の
男
女
32
名
で
す
。

　

昨
年
５
月
、
地
域
に
自
生
す
る
約
25
種
類
の
『
山

菜
』
を
集
め
、
天
ぷ
ら
な
ど
味
わ
う
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
後
４
回
の
研
修
会
、
視
察
研
修
を

と
お
し
知
識
を
深
め
、　

昨
年
秋
よ
り
コ
ゴ
ミ
な
ど

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
「
油
木
百
彩

館
」「
道
の
駅
」
な
ど
へ
の
出
荷
を
目
指
し
て
お
り
、

５
月
に
は
、
百
彩
館
で
試
食
販
売
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
高
度
成
長

と
共
に
自
然
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、『
山
菜
』と

呼
ば
れ
始
め
ま
し
た
。

　
『
山
菜
』と
い
え
ば
ツ
ク
シ
、
フ
キ
、
セ
リ
、
タ
ラ
、

ウ
ド
な
ど
私
達
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
が
、
コ
ゴ
ミ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ハ
ナ
イ
カ
ダ
、

ギ
ボ
ウ
シ
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
な
ど
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
物
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

源
流
の
里
は
『
山
菜
』
の
宝

庫
で
あ
り
、
故
郷
の
味
と
誇
り

が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
地
域
で

す
。
今
後
『
山
菜
』
の
魅
力
を

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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会
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一
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